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まちのわだいまちのわだいSOO CITY'S TOPICS 
曽於市の出来事をお届けします！

　

２
月
18
日
、
菅
牟
田
小
学
校
で
特
別

教
室
棟
の
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

建
て
替
え
ら
れ
た
新
校
舎
の
総
事

業
費
は
４
４
５
７
万
円
。
木
造
平
屋

（
延
べ
面
積
１
２
６
㎡
）
で
、
音
楽
室

と
家
庭
科
室
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

式
で
は
、
児
童
を
代
表
し
て
藤
里

央
奈
さ
ん
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
、
江

口
亮
さ
ん
が
「
新
し
い
校
舎
で
み
ん

な
と
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
つ

く
り
た
い
で
す
」
と
お
礼
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
同
小
児
童
に
よ
る
竹
太
鼓
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

メセナ温泉職員が人命救助 菅牟田小で特別教室棟落成式

　

２
月
18
日
、
メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ

ン
タ
ー
職
員
の
前
田
良
子
さ
ん
が
人

命
救
助
協
力
者
と
し
て
、
曽
於
消
防

署
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
昨
年
12
月
、
温
泉
利

用
者
か
ら
「
女
性
が
う
つ
伏
せ
で
浮

い
て
い
る
」
と
連
絡
を
受
け
、
浴
槽

か
ら
引
き
上
げ
て
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
施
し
ま
し
た
。
女
性
は
２
分
後
に

息
を
吹
き
返
し
、
入
院
を
経
て
８
日

後
に
は
無
事
退
院
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
「
普
通
救
命
講
習
を
受

け
た
経
験
が
生
か
せ
た
。
呼
吸
が
戻
っ

た
と
き
に
は
安
心
し
ま
し
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

2/19

2/182/18

地元の声援を受けて躍進！ 県下一周駅伝が郷土入り

　

２
月
16
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、

第
66
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
日
目
の
郷
土
入
り
で
日
間
優
勝

を
目
指
す
曽
於
チ
ー
ム
は
、
序
盤
か

ら
上
位
を
走
り
６
区
の
増
田
悠
大
選

手
が
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
ま
す
。
そ
の

ま
ま
９
区
の
終
盤
ま
で
１
位
を
キ
ー

プ
し
ま
す
が
最
終
10
区
で
鹿
児
島
と

肝
属
に
追
い
抜
か
れ
日
間
３
位
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
雨
の
降
る
中
、傘
を
持
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
力
走
す
る
選
手
へ

声
を
枯
ら
し
な
が
ら
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

　

５
日
間
を
終
え
、
総
合
順
位
は
昨

年
と
同
じ
く
８
位
で
し
た
。
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まちのわだいまちのわだい

2/262/26

2/28県茶品評会で県知事賞

　

３
月
６
日
、
鹿
児
島
県
茶
品
評
会

深
蒸
し
煎
茶
の
部
で
鹿
児
島
県
知
事

賞
を
受
賞
し
た
（
有
）
お
茶
の
山
口
園
、

山
口
裕
之
さ
ん
が
市
長
へ
報
告
に
来

ら
れ
ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
、
末
吉
町
丸
山
で
妻

の
美
智
代
さ
ん
と
後
継
者
で
息
子
の

智
紀
さ
ん
３
人
で
茶
業
を
営
ん
で
い

ま
す
。
同
品
評
会
は
茶
葉
の
外
観
や

香
り
、
味
な
ど
を
審
査
。『
や
ぶ
き
た
』

と
い
う
品
種
を
出
品
し
、
県
知
事
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
山
口
さ
ん
は

「
今
後
は
日
本
茶
の
消
費
拡
大
に
向
け

て
市
内
で
様
々
な
仕
掛
け
を
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

3/6

　

２
月
28
日
、
市
役
所
本
庁
で
道
の

駅
す
え
よ
し
に
建
て
ら
れ
た
和
牛
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
命
名
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

全
国
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
７
１
２
点
の
応
募

が
あ
り
、
愛
称
は
『
そ
お
ぎ
ゅ
っ
こ
』

に
決
定
。
霧
島
市
立
天
降
川
小
３
年
の

吉
見
公
佑
さ
ん
と
茨
城
県
水
戸
市
の

市
橋
正
和
さ
ん
の
案
が
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
感
謝
状
と
副
賞
の
牛
肉
を
受

け
取
っ
た
吉
見
さ
ん
は
「
道
の
駅
に

訪
れ
た
人
が
『
そ
お
ぎ
ゅ
っ
こ
』
と

呼
ん
で
く
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

和牛モニュメントの愛称決定！

　

２
月
26
日
、
市
役
所
本
庁
で
フ
ジ
技

研
カ
ゴ
シ
マ
（
末
吉
町
深
川
）
と
の

立
地
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ジ
技
研
カ
ゴ
シ
マ
は
、
内
村
工

業
団
地
第
１
号
の
誘
致
企
業
と
し
て

平
成
10
年
に
創
業
。
自
動
車
部
品
を

検
査
す
る
た
め
の
検
査
治じ

ぐ具
を
設
計
・

制
作
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
増
設
に
つ
い
て
代
表
取
締

役
の
鏡
谷
有
紀
社
長
は
「
曽
於
市
で

一
番
人
が
集
ま
る
会
社
を
目
指
し
て

１
０
０
人
企
業
を
目
標
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
雇
用
や

発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

手作り木馬を追加で寄贈 フジ技研カゴシマと協定締結

　

２
月
26
日
、
末
吉
町
出
身
で
元
高

校
英
語
教
諭
の
尾
之
上
斎
さ
ん
（
鹿

児
島
市
在
住
）
が
手
作
り
木
馬
９
台

を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
尾
之
上
さ

ん
は
昨
年
９
月
に
も
３
台
寄
贈
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
木
馬
に
は
動
物
と
そ
お
星

人
の
イ
ラ
ス
ト
が
ハ
ン
ダ
ゴ
テ
で
焼

き
入
れ
さ
れ
て
い
て
、
か
わ
い
ら
し

い
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
尾

之
上
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
が
使
う
も

の
な
の
で
安
全
面
に
気
を
配
っ
て
作

成
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
寄

贈
さ
れ
た
木
馬
は
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
使
用
で
き
ま
す
。
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２
月
23
日
か
ら
３
月
10
日
に
か
け
て
、

末
吉
総
合
体
育
館
で
「
第
36
回
吉
井
淳
二

記
念
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
点
数
は
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
２
３
６
１

点
、
高
校
生
部
門
１
４
６
点
、
一
般
部
門

１
２
４
点
、
招
待
作
家
部
門
25
点
、
テ
ー

マ
部
門
40
点
の
合
計
２
６
９
６
点
。
二
科

「滝と主」
藤原　收望（松陽高校）

「本を読む子 2019」
吐師　良子（鹿屋市）

吉井淳二賞  一般部門

会
理
事
の
西
健
吉
先
生
と
枕
崎
出
身
で

画
家
の
森
一
浩
先
生
を
中
心
に
審
査
が
行

わ
れ
、
１
１
６
６
点
の
作
品
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

入
賞
者
に
つ
い
て
は
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

吉井淳二賞  高校生部門

吉井淳二賞  招待作家部門

「ひととき」
吉田　喜代子（鹿屋市）

吉井淳二賞  テーマ部門

「芽吹く大地」
片下　由紀子（鹿児島市）

2/23 絵のまち曽於市に絵画がずらり！ 吉井淳二記念展が開催

まちのわだいまちのわだい
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賞　名 氏　名 市町村
吉井淳二賞 吐師　良子 鹿屋市
市長賞 間世田　文子 鹿屋市
議長賞 中野　途秋 都城市
教育長賞 山畠　益次 知名町
ナンチク賞 山元　悦子 鹿児島市
メセナ末吉賞 犬童　征士 熊本県
ＪＡそお鹿児島賞 原　美恵子 熊本県
南日本新聞社賞 千足　みえ 鹿屋市
ＭＢＣ南日本放送賞 竹牟礼　裕子 熊本県
ＮＨＫ鹿児島放送局賞 吉村  義一郎 鹿屋市
ＫＴＳ鹿児島テレビ賞 木本　喜之 大分県
ＫＹＴ鹿児島読売テレビ賞 小迫　妙子 曽於市末吉町
ＫＫＢ鹿児島放送賞 二川  由利 鹿屋市
宮崎日日新聞社賞 小倉　鈴子 曽於市大隅町
都城市長賞 後藤　トミ子 鹿屋市
鹿児島県美術協会賞 西留  利義 曽於市末吉町
大隅美術協会賞 春口　直彦 鹿屋市
優秀賞 髙橋　紀美子 霧島市
優秀賞 篠原　榮一 鹿屋市 
優秀賞・絵のまち賞 坂口　碧 曽於市財部町

■一般部門

賞　名 氏　名 学校名
吉井淳二賞 藤原　收望 松陽高校
市長賞 野田　郁華 鹿児島南高校
議長賞 松谷　美咲 加治木高校
教育長賞 所﨑　明音 鹿児島南高校
ナンチク賞 石橋　愛菜 玉龍高校
メセナ末吉賞 野村　萌 川内高校
ＪＡそお鹿児島賞 徳留　悠樹 鹿屋高校
南日本新聞社賞 河野　優聖 宮崎工業高校
ＭＢＣ南日本放送賞 林川　実由 玉龍高校
ＮＨＫ鹿児島放送局賞 久永　伶央 松陽高校
ＫＴＳ鹿児島テレビ賞 森﨑　陽菜 松陽高校
ＫＹＴ鹿児島読売テレビ賞 山田　幸空 霧島高校
ＫＫＢ鹿児島放送賞 原村　幸菜 曽於高校
都城市長賞 米倉　万琳 鹿児島女子高校
鹿児島県美術協会賞 黒﨑　美羽 曽於高校
大隅美術協会賞 諏訪　鉄崇 霧島高校
優秀賞 金子　綾 松陽高校
優秀賞 東　晴菜 曽於高校
優秀賞 永吉　夏実 国分高校
優秀賞 内司　悠斗 松陽高校
優秀賞 大迫　舜弥 鹿児島南高校
優秀賞 向井　亜美 鹿屋高校
優秀賞 崔　良玉 太宰府高等学校

■高校生部門

賞　名 氏　名 市町村
吉井淳二賞 吉田  喜代子 鹿屋市

■招待作家部門

賞　名 氏　名 学校名
市長賞 上　美優 末吉中学校
議長賞 持田　新之助 大隅中学校
教育長賞 谷川　日菜 末吉中学校
優秀賞 新川　豪彦 大隅中学校
優秀賞 谷口　心音 大隅中学校
優秀賞 黒﨑　大稀 大隅中学校
優秀賞 有川　稜太 末吉中学校
優秀賞 春田　莉沙 大隅中学校
優秀賞 谷口　文音 大隅中学校

■ジュニア部門（中学生の部）

賞　名 氏　名 学校名
市長賞 田口　煌仁 末吉小学校
議長賞 中原　啓介 恒吉小学校
教育長賞 𠮷田　優衣音 岩北小学校
優秀賞 栫井　匠太郎 末吉小学校
優秀賞 峰﨑　結咲 檍小学校
優秀賞 田中　鎭牙 財部小学校  
優秀賞 木下　姫杏 財部小学校
優秀賞 池田　悠悟 財部小学校
優秀賞 竹之内　心結 末吉小学校
優秀賞 成山　那央 大隅北小学校
優秀賞 池辺　理人 恒吉小学校
優秀賞 園田　燎太郎 深川小学校
優秀賞 牧之瀬　香鋳 岩川小学校
優秀賞 上鶴　歩 財部小学校
優秀賞 瀨戸山　楓磨 財部南小学校

■ジュニア部門（小学生の部）
賞　名 氏　名 学校名

市長賞 中薗　來愛 岩川保育園
議長賞 田中　かのん 岩川保育園
教育長賞 山下　琳叶 きらりこども園
優秀賞 岡元　智裕 しゃらこども園
優秀賞 坂口　愛奈 岩川保育園
優秀賞 前田　朝陽 覚照こども園
優秀賞 吉永　來花 きらりこども園
優秀賞 おおくぼ　じゅの ひこばえ保育園
優秀賞 水流　健昇 樹心保育園
優秀賞 吉留　壮一郎 覚照こども園
優秀賞 田口　誠二郎 しゃらこども園
優秀賞 山村　凌介 きらりこども園
優秀賞 大高　 柚愛 太陽の子保育園

■ジュニア部門（幼児の部）

第36回吉井淳二記念展　入賞者一覧
応募総数2696点

賞　名 氏　名 市町村名
吉井淳二賞 片下　由紀子 鹿児島市
市長賞 須下　広光 霧島市
議長賞 新名  威 曽於市大隅町
教育長賞 本田　廣子 霧島市
優秀賞 楠原　優子 都城市
優秀賞 谷口　隆 霧島市
優秀賞 中山　セツ子 曽於市末吉町   
優秀賞 鶴ヶ野　玲子 霧島市
優秀賞 髙橋　紀美子 霧島市
優秀賞 鵜木　ひろ子 霧島市

■テーマ部門

まちのわだいまちのわだい




